
 

 

 

 

 

ヨタカ 

ヨタカ目
もく

ヨタカ科
か

 

 

日本
に ほ ん

では九
きゅう

州
しゅう

から北
ほっ

海
かい

道
どう

までの低
ひく

い山
やま

の 

林
はやし

やその周
しゅう

辺
へん

に生
せい

息
そく

する夏鳥
なつどり

 

(冬
ふゆ

は南
なん

方
ぽう

の地
ち

域
いき

で過
す

ごす)。 

 

 

約
やく

29cm 

灰
はい

色
いろ

の地
じ

に黒
くろ

っぽい茶
ちゃ

色
いろ

のまだらもよう。 

夕
ゆう

方
がた

から夜
よ

明
あ

けまで、大
おお

きく高
たか

い声
こえ

で 

「キョッキョッキョッキョッ」と続
つづ

けて鳴
な

く。 

 

夜
や

行
こう

性
せい

。夕
ゆう

暮
ぐ

れになると大
おお

きな口
くち

を開
あ

けたまま 

飛
と

び回
まわ

り、ガや蚊
か

など飛
と

んでいる昆
こん

虫
ちゅう

を捕
と

らえてえさにする。 

羽
は

音
おと

はたてない。林
はやし

の地
じ

面
めん

をそのまま巣
す

にし、直
ちょく

接
せつ

卵
たまご

を産
う

む。 

 

夜
よる

のタカの意
い

味
み

。翼
つばさ

が細
ほそ

長
なが

くタカに似
に

ている 

ことから。平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

から「よたか」と呼
よ

ばれていたが、 

「蚊
ぶん

母
も

鳥
ちょう

」や「蚊
か

吸
すい

鳥
どり

」、鳴
な

き声
ごえ

から「キュウリキザミ」といった別
べつ

名
めい

をもつ。 
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ヨ タ カ 

今日
き ょ う

は「ヨタカ」という鳥
とり

を紹
しょう

介
かい

します。 

解
かい

説
せつ

員
いん

 

ヨタカの卵
たまご

 

(実
じつ

物
ぶつ

大
だい

) 

名
な

前
まえ

 

分類
ぶんるい

 

分
ぶん

布
ぷ

 

全
ぜん

長
ちょう

 

体
からだ

の色
いろ

 

鳴
な

き声
ごえ

 

特
とく

徴
ちょう

 

名
な

前
まえ

の由
ゆ

来
らい

 



引
いん

用
よう

・参
さん

考
こう

 浜
はま

口
ぐち

 哲
てつ

一
いち

，佐
さ

野
の

 裕
ひろ

彦
ひこ

 1990年
ねん

『自
し

然
ぜん

ガイド とり』/ 三
さん

省
せい

堂
どう

編
へん

修
しゅう

所
じょ

 1988年
ねん

『コンサイス鳥
ちょう

名
めい

事
じ

典
てん

』 他
ほか

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 
●「けんぱくものしりシート」の内

ない

容
よう

は 

発
はっ

行
こう

当
とう

時
じ

のものです。 

●「けんぱくものしりシート」は解
かい

説
せつ

員
いん

が 

執
しっ

筆
ぴつ

しております。 

モッちゃん 
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Tel. 019-661-2831 Fax. 019-665-1214 
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ヨタカはどうなるのでしょう？ 

続
つづ

きは本
ほん

で読
よ

んでみてくださいね。 

ところで、「ヨタカ」という名
な

前
まえ

に聞
き

き覚
おぼ

えはありませんか？ そう、岩
いわ

手
て

県
けん

出
しゅっ

身
しん

の作
さっ

家
か

である宮
みや

沢
ざわ

賢
けん

治
じ

の童
どう

話
わ

『よだかの星
ほし

』の主
しゅ

人
じん

公
こう

ですね。 

ここではあらすじを途
と

中
ちゅう

まで紹
しょう

介
かい

します。 

ヨタカの 体
からだ

の色
いろ

は木
き

の 表
ひょう

面
めん

に似
に

た模
も

様
よう

と

色
いろ

をしています。日
にっ

中
ちゅう

は木
き

の枝
えだ

に 体
からだ

をそ

ろえてとまって寝
ね

ているのですが、天
てん

敵
てき

か

ら身
み

を隠
かく

すため、木
き

のこぶのように見
み

える

「保
ほ

護
ご

色
しょく

」となっているのです。 

 

『よだかの星
ほし

』 (宮
みや

沢
ざわ

 賢
けん

治
じ

) ―あらすじ―          

よだかはみにくい鳥
とり

です。顔
かお

は味
み

噌
そ

をつけたようにまだらで、くちばしはひらたく、耳
みみ

までさ

けています。そのためよだかは、ほかの鳥
とり

たちからきらわれ、いじめられていました。 

また、タカからは、おれの名
な

を返
かえ

せ、市
いち

蔵
ぞう

と改
かい

名
めい

しろ、でないとつかみ殺
ころ

すぞ、と言
い

われます。 

なんにも悪
わる

いことをしたことがないのに、見
み

た目
め

のせいできらわれる。よだかはつらくなり、

巣
す

から飛
と

び出
だ

して夜
よる

の空
そら

を飛
と

びまわりました。 

口
くち

を大
おお

きくひらいて、たくさんの羽
は

虫
むし

やかぶとむしをのみこんでいるうちに、虫
むし

を殺
ころ

すことや

タカに殺
ころ

されることがつらくなり、餓
う

えて死
し

のう、遠
とお

くの空
そら

の向
む

うに行
い

ってしまおうと考
かんが

えます。 

よだかは 弟
おとうと

のカワセミの所
ところ

へ飛
と

んで行
い

き、さよならを言
い

いました。 

お日
ひ

さまに「私
わたし

をあなたの所
ところ

へ連
つ

れてって下
くだ

さい。やけて死
し

んでもかまいません。」とお願
ねが

いすると、「ずいぶんつらかろう。今
こん

度
ど

そらを飛
と

んで、星
ほし

にそうたのんでごらん。お前
まえ

はひるの

鳥
とり

ではないのだからな。」と言
い

うお日
ひ

さま。 

そこで星
ほし

たちに同
おな

じことをたのむと… 

地
じ

面
めん

の上
うえ

で落
お

ち葉
ば

にまぎれてい

ることもあります。右
みぎ

の写
しゃ

真
しん

で 

はどこにいるかわかりますか？ 
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